
一

第
二
百
十
七
号
議
案
　
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
二
百
十
七
号
議
案

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
四
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
四
十
条
第
三
項
」
の
下
に
「
（
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
第
四
十
八

条
第
一
号
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
九
条
中
「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
二
条
第
二
項
中
「
あ
り
、
及
び
「
当
該
環
境
配
慮
書
」
と
あ
る
の
は
「
見
解
書
」
を
「
あ
る
の
は
「
見
解
書
」
と
、
「
当
該
環
境
配
慮

書
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
見
解
書
」
に
改
め
、
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
と
、
「
環
境
配
慮
書
」
と
あ
る
の
は
「
見
解
書
」
の
下
に
「
（
第
二
十
九

条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
特
例
環
境
配
慮
書
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
三
十
三
条
第
三
項
中
「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
同
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

た
だ
し
、
対
象
計
画
の
案
の
目
的
又
は
内
容
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
軽
微
な
変
更
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る

変
更
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

第
四
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

第
四
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
同
条
第
四
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
行
う
評
価
書
案
等
の
作
成
及
び
提
出
に
つ
い
て
準
用

30. 第 4 回 定 例 会



二

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
調
査
計
画
書
」
と
あ
る
の
は
、
「
評
価
書
案
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
条
中
「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
一
条
中
「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
九
号
」
を
「
同
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
三
条
中
「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
四
条
、
第
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
第
四
十
八
条
の
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
四
十
八
条
各
号
」
を
「
第
四
十
八
条

第
一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

　

第
六
十
二
条
第
一
項
中
「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

た
だ
し
、
対
象
事
業
の
目
的
又
は
内
容
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
軽
微
な
変
更
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
変
更

に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

第
七
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
者
等
の
出
席
等
）

第
七
十
四
条
の
二　

審
議
会
は
、
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
審
議
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
事
業
者
そ
の
他
関
係
者
の
出
席
を
求

め
、
説
明
を
聴
き
、
又
は
事
業
者
そ
の
他
関
係
者
か
ら
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
九
十
一
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

知
事
は
、
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

第
九
十
一
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

知
事
は
、
事
業
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
者
が
意
見
を
述
べ
、
証
拠
を
提
示

す
る
機
会
を
与
え
、
そ
の
意
見
に
正
当
な
理
由
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
、
代
表



三

第
二
百
十
七
号
議
案
　
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
並
び
に
そ
の
事
実
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

別
表
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
中
「
新
設
」
を
「
設
置
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
号
中
「
新
築
」
を
「
設
置
」
に
改
め
、
同
表
に
備
考
と
し
て
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

　

備
考　

こ
の
表
の
改
築
、
改
良
又
は
設
置
に
は
、
施
設
更
新
（
既
存
の
施
設
（
建
築
物
、
工
作
物
そ
の
他
の
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
全

部
又
は
一
部
の
除
却
と
併
せ
て
、
当
該
施
設
と
同
一
の
敷
地
に
お
い
て
、
当
該
施
設
と
同
一
の
用
に
供
す
る
新
た
な
施
設
を
設
け
る
行
為
で
規

則
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
。

　

一　

第
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
三
項
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
第
四
十
八
条
に

一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
六
条
第
一
項
、
第
五

十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
本
文
及
び
第
九
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三

項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
次
項
、
附
則
第
八
項
及
び
附
則
第
九
項
の
規
定　

公
布
の
日

　

二　

第
七
十
四
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

　

三　

第
三
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定　

平
成
三
十
二
年
四
月
一
日

（
計
画
段
階
環
境
影
響
評
価
に
お
け
る
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
に
よ
り
新
た
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号

に
規
定
す
る
対
象
計
画
と
な
る
計
画
（
新
条
例
第
二
条
第
六
号
又
は
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
く
東
京
都
規
則
の
改
正
（
こ
の
条
例
の
施
行
と
同
時

に
施
行
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
新
た
に
対
象
計
画
と
な
る
も
の
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
相
当
す
る
も
の
を
策
定
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
新
条
例
第
二
章
の
規
定
の
例
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。



四

３　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
既
に
策
定
さ
れ
て
い
る
計
画
（
以
下
「
既
定
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
施
行
の
日
以
後
に
そ
の
内
容
の

変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
軽
微
な
変
更
の
場
合
を
除
く
。
）
で
、
当
該
変
更
後
の
計
画
が
当
該
施
行
に
よ
り
新
た
に
新
条
例
第
二
条
第
二
号

に
規
定
す
る
対
象
計
画
と
な
る
計
画
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
事
業
者
は
、
東
京
都
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
既
定
計
画
の
う
ち
当
該
変
更
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
新
条
例
第
二
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
又
は
当
該

既
定
計
画
に
基
づ
く
対
象
事
業
の
う
ち
当
該
変
更
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
新
条
例
第
三
章
若
し
く
は
第
四
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

４　

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
既
定
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
環
境
の
保
全
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
条
例
第

二
章
の
適
用
に
つ
い
て
事
業
者
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

５　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
既
定
計
画
が
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十

八
条
第
一
項
、
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
既
定
計

画
の
変
更
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、
新
条
例
の
規
定
に
よ
る
対
象
計
画
の
策
定
と
み
な
し
、
新
条
例
第
二
章
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
事
業
段
階
環
境
影
響
評
価
等
に
お
け
る
経
過
措
置
）

６　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
当
該
施
行
に
よ
り
新
た
に
新
条
例
第
二
条
第
五
号
の
対
象
事
業
と
な
る
事
業
（
新
条
例
第
二
条
第
五
号
の
規
定
に
基

づ
く
東
京
都
規
則
の
改
正
（
こ
の
条
例
の
施
行
と
同
時
に
施
行
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
新
た
に
対
象
事
業
と
な
る
も
の
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
で
、
新
条
例
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
時
期
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
新
条
例

第
三
章
及
び
第
四
章
の
規
定
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
及
び
事
後
調
査
の
手
続
を
行
う
も
の
と
す
る
。

７　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
当
該
施
行
に
よ
り
新
た
に
新
条
例
第
二
条
第
五
号
の
対
象
事
業
と
な
る
事
業
で
、
既
に
新
条
例
第
四
十
八
条
第
一
項

の
規
則
で
定
め
る
時
期
を
経
過
し
て
い
る
も
の
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
新
条
例
第
三
章
又
は
第
四
章
の
規
定
の
例
に
よ
る
環
境
影
響
評
価

又
は
事
後
調
査
の
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

８　

前
二
項
の
新
た
に
対
象
事
業
と
な
る
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
（
新
条
例
第
二
条
第
八
号
の
知
事
が
対
象
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者

で
あ
る
と
認
め
る
者
及
び
新
条
例
第
九
十
二
条
の
事
業
者
に
代
わ
る
都
市
計
画
決
定
権
者
を
含
む
。
）
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、



五

第
二
百
十
七
号
議
案
　
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

当
該
事
業
に
つ
い
て
、
新
条
例
第
三
章
又
は
第
四
章
の
規
定
の
例
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
又
は
事
後
調
査
の
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

９　

附
則
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
日
前
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
第
九
十
一
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
事
業
者
に
対
す
る
そ
の
事
実
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
提
案
理
由
）

　

環
境
影
響
評
価
等
の
手
続
を
明
確
に
す
る
た
め
、
施
設
更
新
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
。


